
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
「
C

I
M社
内
検
討
会
」
を
発
足
し
た
の
は
2
0

1
2年
7
月
。
設
計
精
度
を
高
め
る
た
め
、

担
当
者
レ
ベ
ル
に
よ
る
自
主
的
な
3
次
元
設

計
の
推
進
を
掲
げ
て
い
た
同
社
だ
っ
た
が
、

一
国
土
交
通
省
が
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン

グ
)
の
試
行
導
入
に
動
い
た
こ
と
に
、
素
早

く
反
応
し
た
。

既
に
社
内
で
は
3
次
元
C
A
Dを
標
準
に

定
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ラ
イ
セ
ン
ス
数
も
2

0
0超
を
確
保
し
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
に
は

業
務
に
応
じ
て
3
次
元
設
計
を
取
り
入
れ
る

前
向
き
な
意
識
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
た
。

増
野
正
男
事
業
統
括
本
部
技
術
管
理
部
長
は

「
あ
く
ま
で
個
人
的
な
広
が
り
を
期
待
す
る

ス
タ
ン
ス
を
持
っ
て
い
た
が
、

c
I
M
の
拡

大
に
備
え
、
組
織
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
ベ

ツ
一
き
か
、
そ
の
方
向
性
を
固
め
る
必
要
が
あ
っ

ン
一
た
」
と
、
検
討
会
発
足
の
経
緯
を
明
か
す
。

タ
一
検
討
会
に
は
、
各
分
野
か
ら
総
勢
白
人
ほ

ル
↑
ど
の
技
術
者
が
集
め
ら
れ
た
。
当
初
は
国
交

サ
一
省
の
動
向
を
把
握
す
る
な
ど
情
報
収
集
に
力

じ
一
を
注
い
で
き
た
が
、
設
計
中
だ
っ
た
2
件
の

に
一
業
務
が
C
I
M
の
試
行
対
象
に
選
ば
れ
た
こ

グ
一
と
か
ら
、
現
場
の
支
援
役
と
し
て
検
討
会
を

イ
一
位
置
付
け
た
。

3
次
元
モ
デ
リ
ン
グ
作
成
の

フ
一
助
言
に
加
え
、
属
性
情
報
の
扱
い
な
ど
独
自

ら
一
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
役
割
も
担
っ
た
。

J

一
試
行
対
象
と
な
っ
た
の
は
一
般
国
道
幼
号

一
一
大
塩
町
天
塩
防
災
道
路
詳
細
設
計
(
北
海
道

一
一
開
発
局
羽
幌
道
路
事
務
所
)
と
能
越
自
動
車

一
一
道
中
波
2
号
跨
道
橋
詳
細
修
正
設
計
他
(
北

一
一
ー
陸
地
方
整
備
局
富
山
河
川
国
道
事
務
所
)
の

一
一

2
業
務
。
現
場
と
検
討
会
は
テ
レ
ビ
会
議
シ

i
l
ス
テ
ム
を
介
し
て
、
念
入
り
な
意
見
交
換
も

積
算
の
た
め
か
施
工
の
た
め
か

ムテスシ議会ビレ
た

テ
し

が
携

会
、
連

討
に

検
接

内
密

社
と

は
場

で
現

務

て
業
し

行
介

試
を

進
め
て
き
た
。
「
c
I
Mを
知
る
上
で
、

2

件
の
試
行
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
意
義
は
大

き
か
っ
た
」
(
増
野
部
長
)
。

3
次
元
の
モ
デ
リ
ン
グ
を
進
め
る
中
で
、

情
報
化
施
工
を
見
据
え
た
属
性
の
設
定
に
力

を
注
い
だ
が
、
詳
細
な
モ
デ
ル
作
成
を
突
き

詰
め
る
ほ
ど
、
手
持
ち
の
ソ
フ
ト
で
は
限
界

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
配
筋
の

干
渉
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
に
は
、
ど
こ
ま
で
精

度
を
上
げ
る
べ
き
か
、
そ
の
見
極
め
に
つ
い

て
も
現
場
は
頭
を
悩
ま
せ
た
。
部
分
的
に
従

来
の
設
計
と
は
違
っ
た
配
慮
を
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

佐
藤
昇
経
営
企
画
本
部
副
本
部
長
経
営
情

成果踏まえ経営スタンス決める
報
部
長
は
「
積
算
の
た
め
に
や
る
の
か
、
施
工

の
た
め
に
や
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
設
計

の
ス
タ
ン
ス
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
」
と
/

強
調
す
る
。
試
行
2
業
務
は
施
工
へ
の
つ
な

ぎ
を
強
く
意
識
し
た
が
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

流
れ
と
し
て
円
滑
な
C
I
M
の
デ
!
タ
連
携

を
意
識
し
た
場
合
に
は
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
本
来
の
役
割
か
ら
離
れ
た
対
応
が
求
め
ー

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
も
分
か
っ
た
。

検
討
会
で
は
試
行
業
務
の
成
果
を
受
け
、

C
I
M
に
対
す
る
社
の
ス
タ
ン
ス
を
固
め
る

議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
試
行
業
務
を
行

う
中
で
真
っ
先
に
見
え
た
の
は
、
教
育
面
の

対
応
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
3
次
元
設
計
は
推

進
し
て
き
た
が
、
組
織
的
な
モ
デ
リ
ン
グ
の

教
育
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
人
材

育
成
は
C
I
M推
進
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ

た。
c
I
M
に
必
要
な
の
は
、
設
計
者
と
し
て

の
素
養
に
加
え
、

3
次
元
ツ
l
ル
を
自
在
に

使
い
こ
な
せ
る
能
力
で
あ
り
、
こ
の
2
つ
を

併
せ
持
た
な
け
れ
ば
N
C
I
M
マ
ネ
ジ
ャ
ー
H

と
し
て
の
役
割
は
こ
な
せ
な
い
。
増
野
部
長

は
「
C
I
Mを
い
か
に
活
用
す
る
か
を
ポ
イ

ン
ト
に
導
入
効
果
を
検
証
す
る
が
、
維
持
管

理
ま
で
見
据
え
て
設
計
段
階
で
ど
こ
ま
で
対

応
す
べ
き
か
も
検
討
項
目
と
し
て
欠
か
せ
な

い
視
点
」
と
先
を
見
据
え
て
い
る
。

3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐 車
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑪建設通信
16.建設工業
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